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(1) nを 11で割り切れない任意の整数とするとき，n5 − 1または n5 + 1は 11で割り
切れることを示せ。

(2) 任意の素数 pに対して，p10 + 10は素数でないことを示せ。

解答
(1) nは 11で割り切れないから

n ≡ ±1, ±2, ±3, ±4, ±5 (mod 11)
のいずれかであるとしてよく，

15 − 1 = 0
(−1)5 + 1 = 0
25 + 1 = 33 = 11 × 3
(−2)5 − 1 = −33 = 11 × (−3)
35 − 1 = 242 = 11 × 22
(−3)5 + 1 = −242 = 11 × (−22)
45 − 1 = 1023 = 11 × 93
(−4)5 + 1 = −1023 = 11 × (−93)
55 − 1 = 3124 = 11 × 284
(−5)5 + 1 = −3124 = 11 × (−284)

より，n5 − 1または n5 + 1は 11で割り切れる。 (証明おわり)

(2) p = 11のとき，
1110 + 10 = 1215 + 10 = (7 × 17 + 2)5 + 10

≡ 25 + 10 ≡ 42 ≡ 0 (mod 7)
より，1110 + 10は 7より大きい 7の倍数であるから素数ではない。

pが 11でない素数であるとき，(1)より
p5 − 1または p5 + 1は 11で割り切れる。

よって，
p10 + 10 = (p5 − 1)(p5 + 1) + 11

は 11より大きい 11の倍数であるから素数ではない。
ゆえに，任意の素数 pに対して，p10 + 10は素数ではない。 (証明おわり)
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